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奥四万十山の暮らし調査団

■地
域
資
源
と
し
て
の
地
名

財
団
の

2
0
1
8
年
度
助
成
金
支
給
事
業
の
＿
つ
、
奥
四

万
十
山
の
暮
ら
し
調
査
団
に
よ
る
調
査
報
告
書

『四
万
十
の

地
名
を
歩
<
]
が
こ
の

4
月
に
上
梓
さ
れ
た
。
本
書
の
目
的

は
、
四
万
十
川
流
域
の
住
民
の
記
憶
に
残
る
地
名
や
伝
承
、

生
活
の
記
憶
な
ど
の
「
民
衆
知
」
を
聴
き
取
り
、
後
世
に
書

き
残
す
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
地
名
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
歴

史
や
文
化
の
記
憶
を
聴
き
取
り
、
文
字
と
し
て
の
地
名
を
「
生

き
た
地
名
」
と
し
て
記
録
し
、
地
域
資
源
と
し
て
活
用
で
き

る
基
礎
的
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

調
査
団
の
あ
る
高
知
県
に
限
ら
ず
、
平
成
の
大
合
併
で
は

多
く
の
旧
地
名
が
失
わ
れ
た
。
そ
し
て
合
併
後
の
新
自
治
体

名
に
は
、
地
域
の
成
り
立
ち
ゃ
文
化
を
無
視
し
た
、
単
に
今

っ
ぽ
い
名
称
が
多
く
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
名
は
大
地
に
刻

ま
れ
た
記
憶
の
語
り
部
。
伝
統
的
な
建
物
や
工
芸
・
芸
能
な

ど
が
文
化
財
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、
地
名
は
ぞ
ん

ざ
い
な
扱
い
だ
。
そ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
、
地
名
が
本
来
持

つ
意
味
を
記
録
に
と
ど
め
よ
う
と
、

W
E
B
サ
イ
ト
「
四
万

十
町
地
名
辞
典
」
を
開
設

(
2
0
1
5
年）
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
地
元
の
人
々
が
集
ま
り
、
地
域
資
源
と
し
て
の
地
名

の
可
能
性
を
村
落
史
研
究
の
立
場
か
ら
探
っ
て
み
た
い
、
そ

ん
な
思
い
で
結
成
さ
れ
た
の
が
本
調
査
団
だ
っ
た
。

■
メ
ン
バ
ー
が
四
万
十
川
流
域
で
広
く
聴
き
取
り

本
書

『四
万
十
の
地
名
を
歩
く
』
（全
1
6
6
ペ
ー
ジ
）
は
、

調
査
団
と
し
て
の
調
査
報
告
書
第
3
冊
。
今
回
は
、
高
知
県

西
部
・
四
万
十
川
流
域
の
梼
原
町
、
四
万
十
町
、
四
万
十
市

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
た
調
査
の
成

果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
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各集落に伝わる行事や文化なども紹介されている。
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紹介されてしる 認疇歩山

「
住
民
に
よ
る
農
山
村
の
民
衆
知
の
記
録
と
伝
承
」

『
地
域
資
料
叢
書
19

四
万
十
の
地
名
を
歩
く

ー
高
知
県
西
部
地
名
民
俗
調
査
報
告
書
II
、
津
野
庄
・

幡
多
庄
故
地
現
地
調
査
報
告
書
I
|
』

第
1
章
「
四
万
十
の
地
名
を
歩
く
」
で
は
、
四
万
十
町
で

使
わ
れ
て
い
る
約
6
千
の
地
名
を
語
彙
別
に
分
類
し
、
地
名

の
分
布
か
ら
集
落
の
生
業
を
読
み
解
い
た
。

第
2
章
「
四
万
十
の
村
々
を
歩
く
」
は
、
四
万
十
市
2
集

落
（
口
鴨
川
・
江
川
）
、
四
万
十
町

3
集
落
（
金
上
野
、
下

津
井
、
小
野
）
、
梼
原
町
（
町
組
）
な
ど
で
の
聴
き
取
り
調

査
の
成
果
。
集
落
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
伝
統
行
事
、
祭
礼
な

ど
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。

第
3
章
「
地
域
資
源
地
図
で
見
る
四
万
十
」
で
は
、
流
域

の
地
名
や
民
俗
の
調
査
を
ふ
ま
え
た
5
つ
の
地
域
資
源
地
図

を
紹
介
。
ま
ち
歩
き
に
も
活
用
さ
れ
る
絵
地
図
が
殊
勝
だ
。

第
4
章
「
四
万
十
の
地
名
を
考
え
る
」
で
は
、
高
知
県
の

熊
野
神
社
、
戦
国
期
の
上
山
郷
（
大
正
・
十
和
地
区
）
と
海

の
領
主
の
関
わ
り
に
関
す
る

2
論
考
と
、
佐
賀
越
え
と
呼
ば

れ
る
大
正
ー
佐
賀
を
つ
な
ぐ
古
道
の
踏
査
成
果
、
大
正
中
津

川
の
関
札
調
査
の

2
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

■小
さ
な
地
名
の
生
み
出
す
価
値

調
査
団
代
表
世
話
人
の
武
内
文
治
さ
ん
は
語
る
。

「
地
域
の
地
理
情
報
は
災
害
対
策
や
国
土
利
用
な
ど
に
有

用
性
が
認
め
ら
れ
、
国
は
衛
星
と
連
携
し
た
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム

(
G
_
S
)
を
進
め
て
い
ま
す
。
県
下
に

10
万
を
超
え

こ

あ

ざ

る
小
字
な
ど
の
小
さ
な
地
名
も
、
ビ

ッ
グ
テ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
で
発
見
が
生
ま
れ
ま
す
。

一
方
で
、
部
落
地
名
の
問

題
な
ど
か
ら
、
自
治
体
は
小
字
デ
ー
タ
の
公
開
に
は
消
極
的

で
す
。
昔
を
知
る
高
齢
者
が
存
命
の
う
ち
に
と
、
聴
き
取
り

調
査
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
ま
と
め
作
業
が
追
い
つ
か
な
い

状
況
で
す
。
そ
う
し
た
悩
み
を
抱
え
る
小
さ
な
団
体
の
活
動

で
す
が
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」

ー


